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お知らせ 

 

アジア防災会議2026

（ACDR2026）の開催 

 今年度のアジア防災会議（ACDR2026）は、2026年10月28日から30日にか

けて、シンガポールで開催されます。今年度は「シンガポール国際防災・

危機管理エキポ（SIDEX）」との共同開催（SIDEX-ACDR 2026）となりま

す。 

 ACDR2026のテーマは、「強靭な社会の構築へ：先端技術の活用による、

国境を越えた気候・災害リスクへの先制対応」（Future-proofing 

Transboundary Climate and Disaster Risk Reduction through Advanced 

Technologies for a Resilient Society）です。本会議は、シンガポール

市民防衛庁（SCDF）およびCOSEMのホストにより、ハイブリッド形式で開

催されます。  

 詳細については、本紙面で順次お伝えする他、ACDR2026のウェブサイト

でも情報を随時更新していきます。 

アジア防災会議2026（ACDR2026）の開催 

国際会議への参加  

 

¶ 第21回台風委員会・

防災作業部会会合への参

加 

 

¶ FWEAP国際社会福祉

ディスカッション・

フォーラム2026（旧：特

別招聘プログラム）への

参加 

ACDR2026のウェブサイト： https://acdr.adrc.asia/home/acdr2026 

●お知らせ 

第21回台風委員会・防災作業部会会合への参加 

●国際会議への参加 

 アジア防災センター

（ADRC）は、内閣府の代理

として、2026年３月19日か

ら22日まで韓国ソウルで開

催された第21回台風委員

会・防 災 作 業 部 会 会 合

（WGDRR）に 参 加 し ま し

た。本会合のテーマは「コ

ミュニティ中心の災害リス

ク軽減：避難能力の強化と
ポトゥタンADRC研究部次長による発表の様子 
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持続可能なレジリエンスの構築」でした。 

 本会合において、ADRCは、台風災害リスク軽減におけるGLIDE番号システムおよびセンチネル・

アジアの貢献を取り上げた日本の加盟国レポートを発表しました。続いて、ADRCは、異なるデー

タベース間のデータ統合を促進するため、台風災害の報告においてGLIDE番号を使用するよう台風

委員会のメンバーに呼びかけました。 

 本会合への参加は、加盟国（マレーシア、フィリピン、韓国、タイ、ベトナムなど）やパート

ナー機関（国家防災研究所（NDMI）、アジア太平洋経済社会委員会（ESCAP）など）の担当者との

ネットワーク構築の機会となり、今後の協力活動について議論が行われました。 

FWEAP国際社会福祉ディスカッション・フォーラム2026（旧：特別招聘プログラム）への参加 

 ADRCは2026年５月13日～15日に東京で開催された「国際社会福祉ディスカッション・フォーラ

ム2026」（アジア福祉教育財団(FWEAP)主催）に参加しました。本フォーラムは、アジア各国の社

会福祉関係者を日本に招き、共通の福祉課題について学び合いながら、国境を越えた信頼関係を

築くことを目的としています。今年度は「皆が参画する社会を目指して～災害時にあらゆる人を

取り残さないために～」をテーマに、インドネシア、カンボジア、タイ、台湾、フィリピン、モ

ンゴルから公務員・専門家が参加し、各国の災害対応の現状や課題が共有されました。 

 ADRCは基調講演とグループディスカッションのファシリテーションを担当しました。基調講演

「テクノロジーは誰のために～脆弱な人々を守る衛星・コミュニティ防災の最前線～」では、セ

ンチネル・アジア、geoBinAn、WhatsMapなどの技術を紹介し、災害時に配慮が必要な人々への支

援や地域主体の情報共有の重要性について議論を深めました。参加者からはアクセシビリティや

人材育成などの課題が挙げられ、今後の技術導入支援やAPI（アプリケーション・プログラミン

グ・インターフェース）連携強化の必要性が共有されました。また、ディスカッションを通じて

活発な意見交換が行われ、参加者からは実務への応用意欲や研修の継続的な実施を望む声が寄せ

られました。さらにレセプションやランチョンといった懇談の場を通じて、参加国との協力関係

の維持・強化に努めました。 

続き 

フォーラム会場の様子 フォーラム参加者 


